
※
大
菊
の
種
類

○
厚
物　

数
百
枚
の
花
弁
が
中
央

　

一
点
に
向
け
て
鱗
状
に
整
然
と

　

高
く
盛
り
上
が
っ
た
も
の

○
管
物　

管
状
の
花
弁
が
長
く

　

真
っ
直
ぐ
伸
び
、
先
が
丸
ま
っ

　

て
い
る
も
の

○
広
物　

花
弁
が
平
ら
に
広
が
っ

　

て
い
る
も
の

  

小
菊
部
門

［
盆
栽
仕
立
て
］

　

山
菊
と
呼
ば
れ
る
小
菊
の
中

で
、
節
間
が
詰
ま
っ
て
幹
の
太
り

や
す
い
品
種
を
使
っ
て
盆
栽
に
仕

◇
第
二
期　

十
一
月
九
日
（
火
）

　

～
十
一
月
十
四
日
（
日
）　

文      

　

化
会
館
・
ひ
だ
し
ん
本
店

　

出
品
予
定
の
作
品
の
種
類
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

  

大
菊
部
門

［
一
本
仕
立
て
］

　

一
本
の
苗
か
ら
作
る
基
本
的
な

仕
立
て
で
す
。
矮
化
剤
を
使
用
し

て
高
さ
を
四
〇
セ
ン
チ
程
度
に
抑

え
た
も
の
を
「
福
助
仕
立
て
」
と

呼
び
ま
す
。

［
三
本
仕
立
て
］

　

盆
養
と
も
い
い
、
大
菊
の
最
も

基
本
的
な
仕
立
て
方
で
す
。
一
本

の
苗
を
摘
芯
し
て
、
三
本
に
分
枝

新年を祝う「市民互礼会」を次のとおり開催しま
す。市民の方ならどなたでもご参加いただけま
す。各団体の新年の顔合わせも兼ねて、是非ご
参加ください。
併せて飛騨文芸祭・一般の部の表彰式を行いま
す。文芸祭に応募いただいた皆様のご参加をお
待ちしています。

◇日　時　令和4年1月1日（土）　午前11時～
◇会　場　ひだホテルプラザ
◇会　費　6,000円 （芳名録代を含む）当日支払い
◇申込み　11月30日（火）までに、ハガキ、FAX、
　　　　　又はHPより
◇申込先　〒506-0053 高山市昭和町1-188-1
　　　　　（一社）高山市文化協会
　 （FAX）   0577-34-6877
　 （H P）    http://www.takayama-bunka.org
※新型コロナウイルス感染症拡大状況によっては、中止となる場合があります。

令和4年 新年市民互礼会のご案内

　

高
山
市
文
化
協
会
は
、
た
か
や

ま
菊
花
会
と
共
に
、
今
年
も
菊
花

展
を
開
催
し
ま
す
。

　

例
年
参
加
し
て
い
る
熟
練
者
は

も
ち
ろ
ん
、
四
月
か
ら
実
施
し
て

い
る
初
心
者
講
座
の
参
加
者
も
、

三
本
仕
立
て
、
福
助
仕
立
て
、
盆

栽
仕
立
て
、
ド
ー
ム
菊
な
ど
、
春

か
ら
半
年
か
け
て
様
々
な
種
類
の

菊
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

秋
の
佳
き
日
、
会
員
が
手
塩
に

か
け
て
育
て
た
菊
を
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

［
会
期
、
会
場
］

◇
第
一
期　

十
月
二
十
二
日（
金
）

　

～
十
一
月
七
日
（
日
）　

櫻
山

　

八
幡
宮

さ
せ
て
作
り
ま
す
。
前
方
二
輪
を

同
じ
高
さ
に
、
後
方
一
輪
を
少
し

高
く
仕
立
て
ま
す
。
矮
化
剤
を
使

用
し
て
高
さ
を
六
〇
セ
ン
チ
程
度

に
抑
え
た
も
の
を
「
だ
る
ま
仕
立

て
」
と
呼
び
ま
す
。

　

こ
の
他
に
、
た
か
や
ま
菊
花
展

に
は
出
品
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
七
本

に
分
枝
さ
せ
て
作
る
「
七
本
仕
立

て
」
や
、
更
に
摘
芯
を
繰
り
返
し

て
枝
数
を
増
や
し
、
三
〇
〇
輪
以

上
の
花
を
咲
か
せ
る「
千
輪
作
り
」

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

江馬修文学碑
「歴史の本舞台からすっかりおき去りにされ、
日本でもまれな奥ふかい山国のまん中に…」
（『山の民』より）
西之一色町　文学散歩道
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高山市文化協会
高山市昭和町１丁目 高山市民文化会館内

文化情報番組「すばらしき文化の和」 ●HitsFM（76.5MHz）水曜AM9：30より放送中

た
か
や
ま
菊
花
展
開
催

10/22㈮
▼

11/14㈰

立
て
る
も
の
で
、
一
年
間
で
古
木

の
風
格
を
生
み
出
せ
ま
す
。
形
の

良
い
岩
に
苗
を
付
け
た
も
の
を

「
岩
付
け
」、
古
木
に
付
け
た
も
の

を
「
木
付
け
」
と
呼
び
、
風
雪
に

さ
ら
さ
れ
た
風
格
と
長
い
根
の
見

事
さ
を
見
せ
る
も
の
で
す
。

［
懸
崖
仕
立
て
］

　

小
菊
に
摘
芯
を
繰
り
返
し
て
、

花
が
滝
の
よ
う
に
垂
れ
下
が
っ
た

姿
に
仕
立
て
る
も
の
で
す
。
竹
な

ど
で
下
地
を
作
り
、
そ
の
上
を
這

わ
せ
る
よ
う
に
菊
を
育
て
ま
す
。

盆
栽
仕
立
て
で
断
崖
絶
壁
に
自
生

す
る
老
松
の
姿
を
表
現
し
た
盆
栽

懸
崖
も
あ
り
ま
す
。

［
ド
ー
ム
菊
］

　

ク
ッ
シ
ョ
ン
マ
ム
と
も
呼
ば

れ
、
鉢
か

ら
ド
ー
ム

状
に
広

が
っ
た
小

菊
が
咲
き

誇
り
ま

す
。

ツバメ・ノヴェレッテ
～コトリンゴ×ＯＥＫ×バレエの新世代交響詩～

ハーツウインズコンサート
～吹奏楽の名曲～

がご案内する青 島 広 志 先
生

日本の音楽史古関裕而特集＆

渡辺貞夫カルテット 2 0 2 1

2 0 2 1
SADAO WATANABEQu��e�

日本を代表するトップミュージシャンとして、
ジャズの枠に留まらない独自のスタイルで
世界を舞台に活躍。

渡辺貞夫

渡辺貞夫が信頼を寄せるミュージシャンとの共演。

新型コロナウイルス感染症対策のため延期したコンサートです。

延期公演について
ー緊急事態宣言の発令に伴い次の公演が延期となっていますー

〔一般〕　　　　　　　 4，000円
〔メセナメイト会員〕　　　3，500円
〔ジュニア（18才以下）〕　1，000円
※未就学児入場不可
※席数減で開催する場合があります

午後7時開演/午後6時15分開場

高山市民文化会館大ホール金10 22
チケット料金（税込） プレイガイド全席指定

高山市民文化会館
飛騨市文化交流センター
チケットぴあ［Pコード201-375］
ネット受付 　
http://www.takayama-
bunka.org/forms/
20211022sadao.html

発売日

窓口一斉発売
午前10時～

（ネット受付午後1時～）

10月2日（土）

発売日

窓口一斉発売
午前10時～

（ネット受付午後1時～）

10月16日（土）

令和2年4月10日公演のチケットは、そのままご利用いただけますが、
席替えのご要望があれば文化会館窓口にてお振り替えください。

10/2（土）10時からのチケット発売と共に引き換えを行います。

小枝
ミルクボーイ
爆笑寄席

ミ
ス
タ
ー
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
プ

桂
小
枝

月
亭
遊
方

林
家
花
丸

デ
ニ
ス

２
０
１
９
年
M-

１
王
者

ミ
ル
ク
ボ
ー
イ

市民文化芸術鑑賞事業 ●主催　高山市・（一社）高山市文化協会　●お問い合わせ　（一社）高山市文化協会（tel.0577-34-6550）

飛騨高山アートキャラバン
●主催　（公社）日本芸能実演家団体協議会　（一社）高山市文化協会　　
●お問い合わせ　（一社）高山市文化協会（tel.0577-34-6550）

新型コロナウイルス感染予防のため、時間変更や中止、延期となる場合があります。体調不良の方は、来場をご遠慮ください。来場の際には、マスクの着用をお願いします。

午後3時開演/午後2時15分開場

高山市民文化会館大ホール日12 12
チケット料金（税込） プレイガイド全席指定

高山市民文化会館
飛騨市文化交流センター
下呂交流会館
特設ページにてネット購入

発売日

メセナメイト先行発売
午前10時～
一般発売  午後1時～

（ネット受付午後2時～）

10月23日（土）

〔一般〕　　　　　　　 3，000円
〔メセナメイト会員〕　　　2，500円
〔ジュニア（18才以下）〕　1，000円
※未就学児入場不可
※席数減で開催する場合があります

午後3時開演/午後2時15分開場

高山市民文化会館大ホール土10 16
チケット料金（税込） プレイガイド全席指定

高山市民文化会館　飛騨市文化交流センター
チケットぴあ［Pコード200-014］
ネット受付 http://www.takayama-bunka.org/
forms/20211016oek.html

◎主催：（公財）石川県音楽文化振興事業団
◎助成：文化庁文化芸術振興費補助金（舞台芸術創造活動活性化事業）　独立行政法人日本芸術文化振興会

チケット好評販売中

〔一般〕　　　　　　　 3，000円
〔メセナメイト会員〕　　　2，500円
〔ジュニア（18才以下）〕　　 500円
※未就学児入場不可
※席数減で開催する場合があります

午後7時開演/午後6時15分開場

丹生川文化ホール木11 18
チケット料金（税込） プレイガイド全席指定

高山市民文化会館　
丹生川文化ホール
ネット受付 
http://www.takayama-
bunka.org/forms/
20211118bakusyo.html

〔一般〕　　　　　　　 3，000円
〔メセナメイト会員〕　　　2，500円
〔ジュニア（18才以下）〕　　 500円
※未就学児入場不可
※席数減で開催する場合があります

午後3時開演/午後2時15分開場

高山市民文化会館大ホール日12 19
チケット料金（税込） プレイガイド全席指定

高山市民文化会館
飛騨市文化交流センター
下呂交流会館
チケットぴあ［Pコード205-042］
特設ページにてネット購入

発売日

メセナメイト先行発売
午前10時～
一般発売  午後1時～

（ネット受付午後2時～）

10月30日（土）

ファンタジア！！

ウインドアンサンブルの名曲を紹介し、
吹奏楽の可能性を追求する楽団・ハーツ
ウインズの音楽をお楽しみください。
高山西高校ウインドアンサンブル部に
よるステージドリル、高山、飛騨、下呂の
各市民吹奏楽団との合同演奏も予定。
客席に楽器をお持ちください！コン
サートのフィナーレに、ハーツウインズ
と共に演奏をしましょう!!
※楽曲・楽譜は後日配布予定です。

湯山玲子がプロデュース。広島の原爆をテー
マにしたアニメ映画『この世界の片隅に』で、
映画音楽を担当したコトリンゴ氏の楽曲を、
オーケストラアンサンブル金沢の演奏とバレ
エダンサーのコラボでお贈りします。
バレエダンサーの首藤康之氏をお迎えし、歌
にはオペラユニット「ザ・レジェンド」の選抜
メンバーが参加します。

両公演を同時購入するとお得！！ ●一般…5,000円　●メセナメイト会員…4,000円　●ジュニア（18才以下）…800円　※チケットぴあ販売は対象外

ハーツ・ウインズと同時購入に限り10/23（土）から先行発売します。

栗コーダーカルテットコンサート　｜8月28日（土）　 11月28日（日）　

上原彩子ピアノ・リサイタル　　｜9月11日（土）　 R4年1月28日（金）　

岡本知高ソプラニスタコンサート｜9月25日（土）　 R4年2月27日（日）
いずれの公演も、現在お持ちのチケットをそのままご利用いただけます。また、チケット
の払い戻しは随時行いますので、購入した窓口にて手続きを行ってください。
当面、新規のチケット販売は行いません。販売再開については、別途ご案内します。
●お問い合わせ　高山市民文化会館  tel.0577-33-8333

〔一般〕　　　　　　　 2，500円
〔メセナメイト会員〕　　　2，000円
〔ジュニア（18才以下）〕　　 500円
※未就学児入場不可
※席数減で開催する場合があります

〔オンライン配信〕　　　　 500円
（特設ページにてネット購入）

〔オンライン配信〕　　　 1，000円
（特設ページにてネット購入）

飛騨高山アートキャラバン特設ページ
http://www.takayama-bunka.org/art-caravan/
詳細はこちらをご覧ください。

文化庁 大規模かつ質の高い文化芸術活動を核とした
アートキャラバン事業「JAPAN LIVE YELL project」

主
催  

た
か
や
ま
菊
花
会



一般の部
◆文 芸 祭 賞　該当者なし
◆江夏美好賞
　　　短歌十首　中屋　妙子（高山市丹生川町）

◆高山市長賞
　　　現代詩三篇　  中村　博子（高山市三福寺町）

　　　俳句十句　 栗田美由紀（高山市上岡本町）

　　　随　　筆　 下畑　七三（高山市総和町）

◆高山市議会議長賞
　　　短歌十首　打保　洋子（高山市日の出町）

◆高山市教育長賞
　　　短歌十首　谷口　茂雄（高山市江名子町）

◆一般社団法人高山市文化協会長賞
　　　児童文学　細江　隆一（加茂郡八百津町）

　　　現代詩三篇　中村もとい（岐阜市）

　　　俳句十句　中西　亮太（東京都文京区）

　　　俳句十句　瀬川　章子（高山市川原町）

　　　俳句十句　佐藤満知子（高山市初田町）

　　　短歌十首　樋田　玲子（高山市名田町）

　　　短歌十首　横山　清子（高山市千島町）

　　　短歌十首　福川　毬子（高山市昭和町）

　　　短歌十首　片岡　和代（高山市名田町）

　　　評　　論　木下喜代男（高山市三福寺町）

青少年の部
◆青 竜 大 賞　
　　　俳句五句　岡田　千佳（吉城高校二年）

◆青　竜　賞
　　　短歌五首　中島　咲音（神岡高校一年）

　　　短歌五首　門前　凛音（斐太高校二年）

　　　俳句五句　井上　実咲（神岡高校二年）

　　　俳句五句　柚原　一穂（吉城高校二年）

　　　俳句五句　岩畑　伶奈（吉城高校三年）

　　　俳句五句　玉腰　大輝（吉城高校二年）

第45回 飛騨文芸祭入賞者決まる

表彰式：令和4年1月1日（土） （予定）

新年市民互礼会場にて（会場：ひだホテルプラザ）
※青少年の部の表彰は別途行います。

　

沖
野
清
は
昭
和
三
年
、
神
岡
町

朝
浦
に
生
ま
れ
る
。
昭
和
十
三

年
、
父
親
の
仕
事
の
事
情
に
よ
り

北
朝
鮮
・
公
立
新
廷
小
学
校
に
転

校
、
そ
の
後
、
高
山
市
第
二
小
学

校
、
斐
太
中
学
校
を
経
て
岐
阜
師

範
学
校
男
子
部
本
科
に
入
学
し
て

い
る
。

　

沖
野
の
生
涯
は
、
自
ら
の
画
業

を
絶
え
ず
革
新
し
、
飛
騨
の
美
術

を
牽
引
し
続
け
る
模
索
と
苦
闘
の

日
々
と
も
い
え
る
。
特
に
師
範
学

校
入
学
か
ら
第
二
中
赴
任
、
昭
和

二
十
七
年
の
岐
阜
大
学
美
術
研
究

室
で
の
研
修
、
そ
し
て
帰
郷
ま
で

「
岡
目
一
目
」

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

（順不同）

高
山
市
民
吹
奏
楽
団 

定
期
演
奏
会

◇
日
時　

十
一
月
二
十
一
日（
日
）

　

午
後
二
時
～

◇
会
場　

文
化
会
館
・
大
ホ
ー
ル

◇
料
金　

前
売
・
一
般
千
五
百
円
、

　

学
生
五
百
円（
当
日
三
百
円
増
）

フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト 

Vol. 

31

◇
日
時　

十
二
月
十
九
日
（
日
）

　

午
後
六
時
三
十
分
～

◇
会
場　

文
化
会
館
三
階
講
堂

◇
参
加
無
料

第
七
十
一
回
全
日
写
連
飛
騨
支
部

写
真
展

◇
日
時　

十
月
二
十
日
（
水
）
～

　

二
十
二
日
（
金
）
午
前
十
時
～

　

午
後
五
時
（
最
終
日
午
後
四
時

　

ま
で
）

◇
会
場　

文
化
会
館
・
三
階
講
堂

◇
入
場
無
料

戦後飛騨の美術を牽引した
洋画家  沖野 清

上屋美千弘

の
約
七
年
間
は
、
画
家
・
沖
野
の

生
涯
を
方
向
づ
け
る
疾
風
怒
濤
の

時
代
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
一
つ
は
、
在
学
中
、
坂
井

範
一
に
学
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
坂

井
は
戦
後
の
美
術
界
の
変
動
の
中

で
、
官
展
を
離
れ
、
対
象
の
描
写

的
再
現
か
ら
絵
画
を
解
放
し
、
造

77

新春を寿ぐ恒例行事「飾り物展」の作品を募集します。
新年の祝賀にふさわしい題材の作品をお待ちしています。

◇テーマ　干支「寅」又は歌会始お題「窓」　　　　　　　　　　
　  　　　※題に「窓」の文字が入る、又は「窓」を表すもの。
　　　　　　読みの音訓は問いません。
◇資格　　市内の町内会、同好会、各種団体、市内在住の個人
◇規格　　概ね100センチ×90センチに収まること
◇応募　　文化会館窓口で配布する応募用紙に必要事項を記入の
　　　　　上、12/23（木）までに郵送、ＦＡＸ、文化会館窓口へ提出。
　　　　　ＨＰからの応募も可。

［飾り物展日程］
◇日時　　令和4年1月14日（金）～16日（日）
　　　　   午前10時～午後5時（最終日午後4時まで）
◇会場　　文化会館3階講堂

　　　　 ヤングチャレンジ部門　
高校生以下を対象とし、身近な道具で作る、若い感性あふれる作品を
募集します。※「ヤングチャレンジ部門」と明記してください。

令和4年 新春飾り物展
作品募集 ※12/23㈭締切

沖野清（昭和41年頃）

「黄色い貨車」

ひだクリエイト協会小品展

昨年の天位「闘牛」
ワンコイン500円で映画を楽しめます

！ ワンコインシネマ
プレイガイド 高山市民文化会館

高山市民文化会館小ホール

ワンコインシネマ共通チケット好評販売中

全席自由 500円（ワンコインシネマ1回券）

10 11
①午後2時～②午後7時～
（開場各回30分前）

　
　
2019年　英語音声・日本語字幕
（上映時間135分）

@SonyPicturesJP

火・祝

ス
ト
ー
リ
ー
・
オ
ブ
・
マ
イ
ラ
イ
フ
〜
私
の
若
草
物
語
〜

月 11 23
①午前10時～②午後2時～
（開場各回30分前）

　
　
2019年　日本語音声・日本語字幕
（上映時間127分）

（C）2019『長いお別れ』製作委員会　
（C）中島京子/文藝春秋

長
い
お
別
れ

12 11
①午前10時～②午後2時～
（開場各回30分前）

　
　
2020年　日本語音声・字幕なし
（上映時間120分）

初
め
て
の
女

土

● 市民文化芸術鑑賞事業 ●

新型コロナウイルス感染予防のため、入場制限を行う場合があります。

市民文化芸術鑑賞事業　
高山市文化協会設立70周年記念映画

南
北
戦
争
時
代
に
力
強
く
生
き
る
マ
ー
チ
家
の
四
姉

妹
が
織
り
な
す
物
語
を
、作
家
志
望
の
次
女
ジ
ョ
ー

を
主
人
公
に
み
ず
み
ず
し
い
タ
ッ
チ
で
描
く
。

ゆ
っ
く
り
記
憶
を
失
っ
て
い
く
父
と
の
、お
別
れ
ま
で

の
７
年
間
。笑
っ
て
泣
い
て
、前
に
進
ん
で
い
く
家
族

た
ち
の
、新
た
な
愛
の
感
動
作
。

青
年
期
の
孝
作
が
己
の
俳
句
に
足
り
な
い
も
の
を
求

め
大
人
の
世
界
へ
と
進
み
、様
々
な
出
会
い
と
別
れ

を
経
験
し
て
旅
立
を
決
意
す
る
ま
で
を
描
く
。

閉館が午後８時ま
でとなった場合、②
は午後５時45分
から開始します。

形
そ
の
も
の
を
主
調
に

し
た
画
面
を
創
り
続
け

た
画
家
で
あ
る
。
沖
野

は
坂
井
に
出
会
い
、
当

時
、
反
日
展
系
で
あ
っ

た
新
制
作
派
展
の
入
選

を
め
ざ
し
、
抽
象
的
な

画
面
を
創
り
続
け
る
こ

と
に
な
る
。

　

二
つ
め
は
、
当
時
の

東
京
で
美
術
団
体
連
合

展
を
観
た
り
、
ま
た
、

泰
西
名
画
展
に
ふ
れ
た

り
す
る
な
ど
、
ピ
カ
ソ
や
マ
チ
ス

ら
の
西
欧
絵
画
を
は
じ
め
、
猪
熊

弦
一
郎
ら
新
制
作
展
の
画
家
が
生

み
出
す
新
し
い
絵
画
の
激
流
に
出

会
い
、
画
業
を
深
め
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
沖
野
は
自
著
で
「
私
は

（
焼
け
跡
の
残
る
中
）
展
覧
会
を

見
て
は
し
き
り
に
興
奮
す
る
ば
か

り
…
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

三
つ
め
は
、
戦
後
の
昭
和

二
十
七
年
よ
り
、
大
阪
か
ら
高
山

に
疎
開
し
画
塾
を
開
い
て
い
た
天

才
女
流
画
家
と
も
称
さ
れ
た
徳
永

富
士
子
の
後
を
受
け
、
神
通
寺
で

子
ど
も
や
大
人
を
対
象
に
絵
を
指

導
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
沖
野

に
と
っ
て
、
飛
騨
の
子
ら
を
描
い

た
才
気
あ
ふ
れ
る
徳
永
の
絵
は
、

鮮
烈
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
当
時
、

高
山
の
宇
野
英
太
郎
氏
、
田
中
一

翁
氏
ら
が
沖
野
を
推
薦
し
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

短
い
年
月
で
の
こ
れ
ら
の
経

験
、
出
会
い
は
、
以
後
、
六
十
年

あ
ま
り
に
亘
っ
て
歩
ん
だ
沖
野
の

画
業
、
飛
騨
で
の
美
術
の
啓
発
、

ま
た
後
進
の
育
成
の
強
い
ス
プ
リ

ン
グ
ボ
ー
ド
と
な
っ
た
。

　

沖
野
は
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
に

歩
ん
だ
の
か
。
瞠
目
す
べ
き
は
、

高
山
で
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
、
守
洞

春
ら
と
出
会
っ
た
り
、
松
本
竣

介
、
A
・
ワ
イ
エ
ス
な
ど
の
表
現

に
刺
激
を
受
け
た
り
す
る
な
ど
し

て
、
一
つ
の
ス
タ
イ
ル
に
と
ど
ま

ら
ず
、
絶
え
ず
自
ら
の
表
現
を
乗

り
越
え
、
革
新
す
る
よ
う
に
し
て

画
業
を
深
め
て
き
た
こ
と
で
あ

る
。
初
期
の
キ
ュ
ビ
ズ
ム
風
の
絵

画
、新
制
作
で
の
抽
象
画
の
連
作
、

ま
た
「
わ
ら
に
ゅ
う
」、「
飛
騨
の

匠
」、「
野
麦
峠
」
を
主
題
に
し
た

連
作
な
ど
、
沖
野
が
試
み
た
表
現

は
多
様
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
清
冽

な
表
現
は
、
そ
れ
ぞ
れ
観
る
者
に

訴
え
る
力
を
持
つ
。

　

沖
野
は
美
術
の
指
導
者
と
し
て

も
卓
越
し
て
い
た
。昭
和
五
十
年
、

高
山
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
絵

画
ク
ラ
ブ
と
飛
騨
地
域
の
小
中
学

校
の
教
師
ら
に
呼
び
か
け
、
ひ
だ

ク
リ
エ
イ
ト
協
会
を
発
足
し
、
平

成
二
十
八
年
に
、亡
く
な
る
ま
で
、

毎
年
、
会
員
の
発
表
の
場
と
し
て

協
会
展
を
開
催
し
続
け
て
い
た
。

こ
の
会
を
通
し
て
、
油
彩
画
、
彫

刻
、
版
画
等
の
分
野
で
多
く
の
地

域
の
作
家
が
育
っ
て
い
る
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
木
版
画
指
導

者
と
し
て
の
業
績
に
は
ふ
れ
ら
れ

な
い
が
、
市
展
、
油
彩
画
教
室
等

の
指
導
者
と
し
て
の
実
績
も
含
め

て
、
飛
騨
の
美
術
文
化
を
広
め
、

高
め
た
沖
野
清
の
こ
と
は
、
ず
っ

と
記
憶
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

第 20 回

市民歴史
散歩

日程変更に
ついて

　

十
月
三
日
（
日
）
に
予
定
し
て

い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

の
た
め
十
一
月
七
日
（
日
）
に
変

更
し
ま
す
。

　

ご
都
合
が
悪
い
方
に
は
返
金
し

ま
す
の
で
、
文
化
会
館
窓
口
ま
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
参
加
申
し
込
み
に
つ
い

て
も
、期
限
を
十
月
二
十
日
（
水
）

ま
で
延
長
し
て
募
集
し
ま
す
。

オリンピック・パラリンピック

入 賞 者 発 表

テーマ

オリンピック・パラリンピックをテーマとして開催した
夏期特別飾り物展では、次の作品が受賞されました。

  天位

「スポーツクライミング・
スピード」　
にんじん会（高山市天満町）

  人位

「ブルーインパルス」　
柚村勝平（高山市八幡町）

  飾物同好会賞

「槍投げ」　
白木良典（高山市昭和町1）

  佳作

「カヌー」　
粟瀬新一（高山市一之宮町）

「ラグビー・ワンチーム」　
長瀬力造（高山市石浦町3）

「走り幅跳び」　
山本順子（高山市八幡町）

「やり投げ」　
小瀬真之介（高山市大新町1）

「オリンピックスタジアム」　
山本正弘（高山市八幡町）

「フェンシング」　
桑山和也（高山市八幡町）

  地位

「サーフィン」　
西村孝信（高山市下岡本町）

夏期特別 飾り物展2021

　

故
八
代
目
林
家
正
蔵
（
俗
に
彦

六
の
正
蔵
、
笑
点
の
木
久
扇
の
師

匠
）
に
立
川
談
志
が
毒
づ
い
た
。

「
老
い
さ
ら
ば
え
た
ジ
ジ
イ
」
と
。

正
蔵
は
「
そ
の
さ
ら
ば
え
た
っ
て

え
の
が
分
か
ら
ね
え
ん
だ
ヨ
」
と

応
え
て
、
談
志
も
「
ん
？
」

　

そ
れ
を
ふ
と
思
い
出
し
て
辞
書

を
引
い
た
ら
、「
老
い
て
よ
ぼ
よ

ぼ
に
な
る
」
…
無
礼
者
!!
「
さ
ら

ば
え
る
」の
語
源
は「
曝（
さ
）る
」。

す
る
と
「
老
い
を
曝
（
さ
ら
）
す
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

自
分
も
老
い
て
き
て
み
る
と
老

い
を
曝
し
っ
放
し
に
な
る
。
所
作

が
悪
く
な
る
。物
忘
れ
が
ひ
ど
い
。

同
じ
話
し
を
何
回
も
す
る
。
徘
徊

に
近
い
散
歩
で
ア
ル
ク
ハ
イ
マ
ー

症
。

　

談
志
ほ
ど
毒
舌
で
は
な
い
が
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
眠
る
建
物
の
名
前

が
ア
ン
バ
リ
ッ
ド
。
戦
争
で
傷
付

い
た
兵
士
達
の
養
生
院
。
こ
れ
を

誰
が
訳
し
た
の
か
日
本
語
訳
は

「
廃
兵
院
」。
あ
ん
ま
り
で
は
な
い

か
。
戦
い
傷
つ
き
や
っ
と
辿
り
着

い
た
ら
廃
兵
と
は
！
今
ま
で
の
社

会
を
守
り
支
え
て
き
た
老
兵
達
に

ど
う
か
優
し
い
言
葉
を
。

　

今
年
も
又
、
敬
老
の
日
の
行
事

が
中
止
に
な
っ
た
。
来
年
は
大
丈

夫
だ
ろ
う
か
？
祭
り
と
も
ど
も
。

　
　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉


